モデレーター:茶色
先生:ピンク
で表示します。
 

挨拶
大人の楽器入門チャンネル、本日のモデレーターの〇〇です！
 
本日はAmazonで買えるオススメのヴァイオリン5選！というテーマでお話ししていきます。

煽り文句

このチャンネルでは楽器をこれから始めたい人に向けた価値ある情報を日々配信しています！
ヴァイオリンって、すごく高そう…専門店は敷居が高くて怖い…というイメージを持たれている方が多いのではないでしょうか。
実は、初心者向けの楽器はAmazonでも購入することができるんです！
しかし、検索して見つけたとっても安い楽器がおもちゃ同然の造りで、使い物にならない！なんてことも…
ヴァイオリンは小さい楽器ですが、ケースは意外と重く、場所も取るので、一度買ったものを処分するのも大変です。
そうならないために、今回は初めてヴァイオリンを購入しようとお考えの皆様に、ヴァイオリンの基礎知識と、失敗しない選び方をご紹介します。
この動画のために、プロヴァイオリニストの〇〇さんにAmazonで買える初心者にオススメのヴァイオリンを5つ選んでいただきました。
それでは、ヴァイオリニストをお呼びしたいと思います！
ヴァイオリニストの〇〇さんです。

〇〇さんプロフィール略歴を画像で表示
〇〇さんIN。以下より〇〇さん朗読。
 
まとめ

今回の私が楽器を選んだポイントは
①クラシック音楽を演奏する
②趣味ではじめる大人初心者向け
以上２点です。
 
まずは選ぶ時のポイントをしっかりお伝えしてから、商品の紹介をさせて頂きます。
最後までご覧頂き、あなたにとって最適なヴァイオリンを手にいれてください。

本章
 
まずはヴァイオリンの基礎知識です！ヴァイオリンはどんな楽器なのか、付属品にはどのようなものがあるのか聞いていきましょう。最初に、種類についてです。
 
カットイン:ヴァイオリンの種類

もしかすると、ネットや店舗で既にヴァイオリンを探してみた方なら、1/2などの数字が書いてある、少し小さい楽器を見たことがあるかもしれません。これは子供用の、分数ヴァイオリンという楽器です。子供用のヴァイオリンは成長に合わせてサイズを買い換えるのが一般的で、大人用のフルサイズヴァイオリンを4/4と呼ぶのに対して、身長に応じて3/4、1/2、1/4などの楽器が作られています。

（可能なら図示:参考画像）[image: ]

今回は大人の方に向けた動画ですので、分数ヴァイオリンについて詳しく知りたい方は、ご自身で調べてみてください。

大きい音を出せないマンションやアパートなどでの練習には、音の小さいサイレントヴァイオリンという楽器があります。

図:サイレントの商品画像

サイレントヴァイオリンは、エレキギターのようにアンプを繋いでヘッドホンやスピーカーから音を出すことができるのも特徴です。
 
 
カットイン:価格レンジ
 
ヴァイオリンは高価な楽器だというイメージを持っている方が多いと思いますが、実際のところはどうなんでしょうか。

実は、ヴァイオリンの価格帯はものすご〜く広いんです。
 
以下の表をエクセルなどで作成、挿入
· 50万円~: 上級者向けの楽器。木材や仕上げも良質。プロが使用する楽器は数百万円以上で、有名な製作者のものでは億単位も。
· 30万円~: 中上級者向けの楽器。より音色が豊かで、長く使い続けるのに申し分ない性能。
· 10万円~: 中級者向け。ヴァイオリンらしい音の響きを実感でき、作りも正確。初めからある程度よい楽器で練習したい初心者にも。
· 5万円~: 初心者向け。有名メーカー入門用のボリュームゾーン。初めて手にする楽器としては十分な性能。
· 2万円~: レベルが上がれば買い替え前提の価格帯ではあるが、最低限の性能は備えている。
· 2万円以下: 作りが甘く、快適に演奏できないことが多い。避けたほうがいいかも。
 
ヴァイオリンの値段は青天井で、数億円がつくこともあります。もちろん、ある程度の価格帯までは高いほど音色や材質、仕上げなども良いです。しかし、初心者向けの楽器は意外と手が届きやすく、納得できる質のものもたくさん生産されています。また、レンタルや、中古品という選択肢もあります。レンタルは、初心者向け楽器なら月3000円程度から利用することができます。中古品の価格の幅は広いですが、5~10万円クラスの楽器なら3万円前後から購入できます。ただ、中古は修理に本体以上の値段がかかってしまうこともあるので、状態には注意が必要です。

カットイン:付属品の重要性

次に、楽器の付属品についてです。ヴァイオリンは付属品が多くて、何が必要かわからない！という初心者の方は多いと思います。実は、付属品はとっても重要なんです。

文字を大きく固定表示:①弓
まず、なんと言っても欠かせないのが弓です。
この弓、実は楽器と同じぐらい、もしかすると楽器以上に大切なものなんです！
弓の扱い方はヴァイオリン演奏の肝となる部分です。良い弓を使うことは、正しい技術を身につける第一歩です。逆に、質の良くない弓で練習を始めると、悪い癖がついてしまい、後でその癖を抜くのに苦労する…なんてことも。

付属品がセットになっている商品もありますが、特に弓は、上達のためにも、なるべく良いものを使うのがベターです。弓の値段は本体の1/3~1/2がよいという意見もありますが、初心者向けの楽器なら、予算と相談しながら、最大で本体と同じぐらいまでの値段のものを選んでも良いでしょう。

固定表示:②松脂

続いて、松脂です。松脂は松の樹液を固めたもので、弓の毛に塗って使います。新品の弓で演奏しても音は出ませんが、松脂を塗ることで摩擦力が高まり、音が出るようになります。松脂も音色や演奏感に関わる重要なアイテムなので、最低でも1000円以上のものがおすすめです。

固定表示:③肩当て

三つ目は肩当てです。これは安定して楽器を支えるための道具です。上級者の中には肩当てを使わない人もいますが、特に初心者の場合には必ず用意しましょう！
値段はまちまちですが、入門用のプラスチック製なら1000円台で購入できます。

固定表示:④弦

４つ目に、弦についてです。弦は消耗品で、定期的に買い替えが必要です。使っているうちに錆びてきたり、音色が悪くなったりしますし、演奏中に突然切れる場合も。趣味として演奏するなら、3ヶ月から半年に１回は交換するのがいいでしょう。
弦の材質は主に３種類あります。

以下の表を挿入
· スチール弦:金属製。音量が大きく、チューニングが安定しやすいので初心者向け。ただし音色は硬い印象に。
· ガット弦:羊の腸を縒り合わせた弦。柔らかで暖かみのある音色を持つが、チューニングが難しく、価格も高めで寿命も短いため上級者向け。
· ナイロン弦:ナイロン製。ガット弦に迫る豊かな音色で、チューニングも比較的安定する。

固定表示:⑤ケース

楽器ケースは持ち運び用のバッグであるだけでなく、楽器を守るものでもあるので、材質が重要です。発泡素材で作られたセミハードケースは軽くて値段も安いですが、耐久性は劣ります。一方、カーボンやグラスファイバーなどの樹脂素材で作られたハードケースは、耐久性と気密性に優れています。カラーバリエーションが豊富なのも魅力です。

ケースには多くの種類があるので、普段どのように楽器を持ち運ぶかに合わせて選びましょう。

徒歩の多い方にはなんと言っても軽いものがよいですが、電車移動などを考えると、ある程度の耐久性も必要です。ハードケースでも軽量な製品が多く作られているので、チェックしてみてください。肩当て付きのストラップが付いていて、背負えるものが便利ですが、ストラップが突然壊れて楽器を落としてしまった！ということもあるので、強度には注意です。車移動が多かったり、自宅に置いておくだけなら、重さをあまり気にせず、頑丈で機能性の高いケースを選ぶのがおすすめです。

固定表示:⑥その他の付属品・周辺機器

最後に、その他の便利な付属品や周辺機器を紹介します。まず、チューナーです。これは、楽器の音の高さを確認できる機械です。ヴァイオリンは演奏するたびに弦のチューニングが必要なので、絶対に買っておきましょう。

最近ではチューナーの便利なスマホアプリも出ていますね。

この他に、練習用に楽器の音を小さくすることができる消音器、楽器を磨くクロス、チューニングを微調整できるアジャスター、正しいリズムやテンポでの練習を助けるメトロノーム、楽譜を置くための譜面台、これらを持っておいてもよいですね。

カットイン:生産国ごとの特徴

ヴァイオリンは世界各地で作られていて、大手企業から個人まで様々なメーカーがあります。国によって音色に違いがあるとも言われますが、むしろ職人や工房による差の方が大きく、一概には言えません。しかし、各国の大まかな傾向や、作られ方などの特徴があるので、一緒に見て行きましょう。
 
以下の表を挿入


· イタリア:古くから世界的に有名な生産国。現在でも、名のある個人製作者によって作られた高価な手工品が生産されている。
· ドイツ:優秀な工房が多く、大手メーカーも多数。現代は、アマチュア演奏家にも手が届きやすい価格の、しっかりした作りで芯のある響きの楽器が多く作られている。
· フランス:オールドヴァイオリンでは有名だが、新作は少ない。繊細な音色を持つ、精巧な作りの手工品が多い。
· その他のヨーロッパ諸国（ハンガリー、ブルガリア、ルーマニア等）:価格はイタリアなどの楽器に比べると格段に安いが、職人による手工品の生産が盛んで品質も劣らない。
· 中国:生産数ナンバー１。個人製作者による楽器の品質はなかなかのもの。大量生産品の品質も一昔前に比べると高くなっている。
 

カットイン:日本のメーカー

日本のヴァイオリンは、よく知られた有名メーカーのものも多いので、安心感があります。
以下の表を挿入


· ヤマハ:サイレントヴァイオリンなどのラインナップが豊富。癖のない優等生的な楽器で、ジャンルを選ばない安定した音色。
· スズキ:国産初の老舗ヴァイオリンメーカーで、職人の手で丁寧に作られている。コストパフォーマンス良し。
 
カットイン:プロがお勧め！Amazonで買えるヴァイオリン5選
 
お待たせいたしました！ここでは、アマゾンで買える初心者向けのヴァイオリンを5つ、プロヴァイオリニストの私〇〇が紹介していきたいと思います！
 
カットイン：（紹介する楽器の名前）

第５位: カルロジョルダーノ　バイオリンセット　VS-1 4/4


· Amazon参考価格: 21,975円
· 付属弓: ブラジルウッド BV-101
· 付属弦: ナイロン弦 VNS-260
· ケース: セミハードケース、カラバリ5種、ストラップ付、1.2kg セミハードケース TRC-100
· その他付属品: 松脂 ハイダージン 12VJ 、肩当て VSR-200、アジャスター
· メーカー: 愛知県,マックコーポレーション　製造は中国
· 製造体制: 工場品

かなりお安い楽器ですね！付属品も一通り付いている感じです。しかし、品質は正直なところどうなんでしょうか？

コメント: 安価ながらこれから楽器を始める人にとって満足できる質の楽器　全国のヴァイオリン教室でも採用されている　耐久性に劣るというレビューもある　セット品が一通り付いているのですぐに音を出せる　スチール弦ではなくナイロン弦なのが魅力　弓と松脂は少し上達してきたら買い替えた方がいいかも、等

第４位: ニコロサンティ バイオリンセット NSN60S
· Amazon参考価格: 43,780円
· 付属弓: ブラジルウッド BV-101
· 付属弦: ナイロン弦 VNS-260
· ケース: セミハードケース、ストラップ付
· その他付属品: 松脂 ハイダージン 3V、肩当て、クロス、アジャスター、ミュート等の有無　
· メーカー: 愛知県,マックコーポレーション　製造は中国
· 製造体制: 工場品（手作業調整）

メーカーはカルロ・ジョルダーノと同じなんですね！見た目が少し高級感のある印象ですが、どのような違いがあるのでしょうか？

コメント: 工場品だが手作業調整で調整されているのが特徴　弦楽器製作で有名なイタリア・クレモナ製の楽器の輝かしい響きを目指して作られている　ニスがアンティーク仕上げなので見た目も素敵　弓はカルロジョルダーノと同じく買い替えたほうが良いかも、等

第３位　イーストマン SVL80セット


· Amazon参考価格: 62,590円
· 付属弓: イーストマン BL40 
· 付属弦: ナイロン弦　ドミナント
· ケース: ハードケース、ストラップ付
· その他付属品: 松脂 ベルナルデル、肩当て KUN、アジャスター
· メーカー: アメリカ・イーストマン　製造は中国
· 製造体制: 手工、単板削り出し

価格が少し上がりましたが、こちらはアメリカのメーカーなんですね。

コメント: 世界中で愛されている入門用楽器　ヨーロッパの伝統的な技法をもとに、中国の工房で手工生産されている　大きな木の塊を削り出す「単板削り出し」という製法が特徴　通常のVL80というモデルもあるが、島村楽器で販売されているSVL80は付属品の弦・松脂・肩当ての品質が良い　等

第２位: 鈴木　アウトフィット　No.230
· Amazon参考価格: 54,800円
· 付属弓: ブラジルウッド　オリジナル品
· 付属弦: 不明
· ケース: オリジナル軽量セミハードケース、ストラップ付
· その他付属品: 松脂、クロス、アジャスター　
· メーカー: 愛知県, 鈴木バイオリン　
· 製造体制: 工場、単板削り出し

先ほども少し出てきた日本の老舗メーカー、鈴木の楽器ですね！

コメント: 定番のロングセラー楽器　単板削り出しが特徴　弓と松脂はオリジナル品、レベルが上がったら買い替えた方が良いかも　肩当てが付いていないので買う必要がある　等

音色や弾き心地にはどんな特徴があるのでしょうか？

コメント: 

第１位: ヤマハ Braviol V7SG バイオリンセット
· Amazon参考価格: 60,830円
· 付属弓: ブラジルウッド　オリジナル品
· 付属弦: ナイロン弦　ダダリオ　ヘリコア
· ケース: 軽量四角ケース、ストラップ付
· その他付属品: 松脂 ピラストロ Shwartz、クロス、アジャスター　
· メーカー: 日本、ヤマハ　
· 製造体制: 手工

こちらも日本の超大手楽器メーカー、ヤマハのヴァイオリンですね！ヤマハの楽器は性能が安定している印象があります。

コメント: さすがは大手メーカーという丁寧な造り　先進技術で音響測定されている　組み立ては手作業なので、細かい調整が狂っていることもなく安心　こちらも肩当ては付いていないので別途購入が必要、他

音色や弾き心地はいかがでしょうか。

コメント:

まとめ

いかがでしたでしょうか。
 
ヴァイオリンはメーカーによっても推しが違います。ぜひ、今日の動画をご参考に、あなたにぴったりのヴァイオリンを探してくださいね。
今日は、動画を見て下さってありがとうございます。
 
このチャンネルでは楽器をこれから始めたい人に向けた価値ある情報をこれからも配信して参りますので、よければ他の動画も見ていってください！
それでは次の動画で会いましょうー！
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